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国語科における表現能力の向上を目指した指導の工夫
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This study focuses on ways to make students motivated to express themselves， tohave each 
student think by themselves and to organize the廿thoughts，and to improve students' ab出tyto 
express ideas， opinions， orthoughts. In a comparison of classes 企oma senior high school and a 
junior high school， ways to develop students' ability to express their opinions on what they read 
were tested. Group work and several ways of setting tasks were tried， with the goal of fostering 
the ability of students旬 payattention to their listeners and to express themselves. 
[キーワード]表現能力他者意識グノレーフ。活動意欲対話
1 問題の所在と方法
平成20年1月の中央教育審議会の答申では「言
葉を通して的確に理解し，論理的に思考し表現す
る能力，お互いの立場や考えを言葉で伝え合う能
力を育成すること」等が挙げられ， i言語活動の充
実Jが求められている。『吉苦活動の充実に関する
指導事例集[高等朝交版uでは言語の役割とし
て， (1)知的活動(論理や思考)に関すること，
(2)コミュニケーションや感性・情緒に関すること
の2点を挙げている。論理や思考といった知的活
動に関する事項では， 1，事実等を正確に理解し，
他者に的確に分かりやすく伝えること 2，事実等
を解釈するとともに，自分の考えをもつこと，さ
らにそれを伝え合うことで，自分の考えや集団の
考えを発展させることの2点の言語活動を充実す
ることがいわれている。
国際化や情報化が強まる現代社会では，他者と
のかかわりの中で，自分の考えを伝えたり，説明
したりする力が必要になる。授業の中で，生徒一
人ひとりが思考し，自分の発言に自信を持ち，意
欲的に表現できる力の育成が大切だといえる。
星川 (2012)は，学習課題と活動の明瞭さが，
表現しようとする意欲の維持に影響するとしてい
る。また，グループoで、の交流で、は一課題の目的と活
動の結び、つきが必要で、あるとする。表現能力を向
上させる課題として，表現しようとする意欲を維
持するためにどのような手立てが考えられるか，
与えられた資料や教材からどのように表現につな
げさせるか，最終的な完成形への見通しを持たせ
られるかを挙げている。そして，表現を吟味させ
ることが表現能力の充実につながるとしている。
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上記のことを受けて，教職専門実習II，Nの実
践において，読み取ったことを表現する力を伸ば
すための方法を生徒の様子や授業後のアンケート
(振り返り)の結果により比較検証する。表現能
力の向上を目指した指導の工夫について他者を意
識した課題提示とグルーフ。活動により，①表現す
る意欲，②表現の仕方や内容，③他者に対する表
現か，を検討の視点として考察する。
2 先行研究の検討
これまでの実践を踏まえて， I他者意識Jにつ
いて高木 (2001)の考えを取り上げる。
高木 (2001)は論理に関して技術や論理の型な
どといった知識や使いこなす言語技術だけではな
く，情報の受信者である聞き手や読み手を想定す
ることを意識的に行うだ、けで、も表現が整ったもの
になると述べている。そして論理的な表現の育成
を考えるなら， I他者」に向けられたものなのだ，
という初歩的な自覚の育成から始めるべきで，議
論に関する知識や技術はその意識の中でこそ，他
者の重要性が理解さ;h"身につくはずだとしている。
実際，教職専門実習Eにおいて「誰かに伝える
のであれば，もっとしっかり書けばよかった」と
授業後に生徒が述べていた。最終的な課題が誰に
向けて行なわれるものかがみえることで表現能力
の向上につながると考えられる。
また，高木 (2001)は一方的な教師の教え込み
学習から個別学習やグループ。学習が盛んになって
きたことを評価しながらも， I教室の中に異質な価
値がバラバラに存在することの許容を意味するだ
表1.教職専門実習Eの授業計画
単元名 :城の崎で主人公は何を見て何を考えたのか ~自分の読みを伝える~ 現代文2年
教材 :~.城の崎にて』 志賀直哉
時間 授業内容 工夫d点 活動
1 主題をつかみ，描写や心理表現か . I他者Jに自分の読みを理解してもらうように伝える(表現
全体
ら言葉の裏にある主人公の考えを読 する) ことを強調した。
1 み取る。 -学習プリントを使って，作品の第一印象と読み取ったこと
ヘア
をベアで伝える活動を入れた。
-聞いたことも全体発表で伝えるようにした。 全体
2 出来事の描写や主人公の心情から -学習プリントを使って，読み取ったことをベアで伝える活
ペア
2 「死jへのと らえ方をまとめる。 動を入れた。
-学習プリントを托民平文の資料とした。 全体
3 作品の批評文を作成するための構 -既習耕オで一例を提示し，教師の説明によりイメ}ジ化を
全体
想表を作成し， グループで検討する。 図った。
3 4 検討を受けて社団平文を作成する。 -学習プリントを考える材料と した。 全体
-批評文の構想表をもとに伝わるかどうかをグループで検討
グループ
させ，不足部分の補強，表現の工夫等を知る機会とした。
けなら，これまでの教室を教師の単声化した言
葉が支配してきたことにかわって，今度は，孤立
した子どもたちの単声化した言葉が教室をお
おうだけである。」と危倶している。そして， I他
者との対話jによってつながることの重要性を
挙げ，授業は 「既成の知識を切り売りする場で
はなく，自分の言葉が力をもつこと，言葉を
交わすことに意味のあること，それらを，子ど
もたちに実感させることのできる場へと高めら
れなければならない。」としている。「他者」は
自分とは明らかに違った荷主として受け手が存
在していることを意味していると し， I他者と対
話Jすることの意義として， Iたんに他者を『理
角刻することを超えて，新たな意味や価値を『創
造』する働きのあることも視野に入れていかな
ければならない。Jとしている。 「他者と対話j
することが何よりも 「私自身にとって価値ある
行為と考えなくてはならない。」と述べている。
3 明らかになったこと
他者を意識した学習課題の提示と他者を意識
したグループ活動における指導の工夫が，生徒
の表現能力の向上にむけて効果があるのか二つ
の実践を比較分析した。
( 1 )授業実践I
教職専門実習III(以下実習Eとする)では， A
高校2年生の現代文において，小説教材を読み
批評文を書くことを課題として授業実践を行っ
た。今回，生徒は初めて批評文を書く。 批評文
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の資料と して注目すべき出来事についてベア学
習をふまえて全体でまとめ， 3時間目にクやルー
プ。で、構想、表の検討を経て作成を行った(表1)。
①課題提示
授業の導入で他者に考えを伝えることができ
ているかを聞いたところ，できると思うが上手
にできるか分からないとする生徒が多く， 生徒
に苦手意識があることが分かった。 一方，表現
できるようになりたいとしヴ意識は強かった。
授業では， I他者」に自分の読みを伝えること
が目標であることを毎時開示した。 2時間目ま
ではベア学習で，読み取ったことを伝える活動
を入れ， 他者に表現することを意識させた。最
終時間は書くことで他者に伝えるよう示した。
その結果，自分が読み取り感じたことや分析
したことを他者に表現する，批評文という乱哩
に意欲的に取り組もうとする様子がうかがえた。
生徒の感想では， I言葉遣いを大人ぶって書い
て，内容はまとまったのか分からないが，少し
達成惑があった」と静題の達成に充実感を抱い
ている生徒がいた。また，課題の難しさはあっ
たものの， I書くことによって内容を理解するこ
とができたJI最後に書く ことで自分の中で物語
の流れと 自分の見解を整理できたのでよかっ
た」など，批評文を書く ことに必要性を感じて
意欲的に取り組む様子が見られた。 文章量はほ
ぼ全員が7割以上記入していた。生徒の中には
書ききれずに裏面にまで記入している生徒がい
るなど，表現しようという意欲が見えた。
授業3時間の内， 2時間半を使って学習プリ
ントを使用した読み取りを行っている。学習プ
リントは批評文作成の補助資料として本文から
根拠となる部分を記入する欄と考えを書く欄に
分けて構成した。授業では，学習プリントを活
用して作品の中心となる出来事についてベアで
読み取ったことを伝え合う学習を入れた。そし
て，再度全体でまとめる学習を行ったo また，
批評文のイメージ化を図るため， 3時間目に既
習教材である『山月記』の批評文を例に示し，
教師が批評文の鞘敷を説明した。日頃書くこと
の多かった感想文よりも高いレベルで、あること，
読んだ人が納得するように書くことを強調した。
アンケートでは批評文作成に際し， w山月記』
の例が役立ったと回答した生徒は 113人中 81
人で、あった。学習プリント(作品読み取りシー
ト)は46人の生徒が役立ったとしている(表2)。
表2.批評文で役に立ったもの(延べ人数)
1，学習プリント(印象・主題) 28 
2，学習プリント(作品読み取りシー ト) 46 
3， r山月記」の例 81 
4，構想表 25 
5，批評文作成前の構想発表 7 
6，その他
社七評文作成に達成惑を得ている生徒がいる反
面， うまくで、きなかったと自己評価する生徒の
感想には批評文がどのようなものか例だけでは
分からなかったとし1う回答があった。
生徒の作品を分析すると授業で取り上げた蜂，
鼠，イモリの3つの場面すべてを取り上げた構
成が多い。要素を一つに絞ったり，他の出来事
を取り上げたりしている生徒は少なかったO 書
き出しも『山月記』の例と類似するものが多い。
『山月記』の例を頼りに作成していたことが分
かる。
一方，批評文の内容は，本文に即し自分の解
釈が表現されていた。
②他者を意識したグループ。活動
3時間民批評文を書く前に大まかな構想を
グループで発表させた。
グループoの交流で、は，批評文についての自分
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の構想を得意げに伝えている様子が見られた。
作品自体を再度グループ。で、見返し，考えを述べ
合っている様子やこの作品の作者である志賀直
哉がどのような意図で書いたのかを考える様子
もあり，意欲的に取り組んでいた。一方で、，グ
ループ内の生徒が同じ構想で、あったため，石信忍
しあう程慶にとどまるグループoも見られた。構
想表が未完成だったグルー フ。で、は，グルー フ。で、
読みながら要点を探村議子があった。
アンケートでは， 62人がグループ。活動に肯定
的である(表 3)0 r自分の考えを言わなければ
ならないのでまとめる力がつくので、良かったJ
という感想や「違う考えがあればI面白いと思う。
そのためにももっと理解を深めてからやりたか
った」と前向きな意見があったO 否定的な意見
を上げている生徒は発表資料の不足や検討内容
の類似を挙げている場合が多い。学習意欲にも
この2点は影響力があると分かる。
表3.今回のグループ活動について(自由記述式)
1，良いと思う(他の人と自分の意見を比べるのはよい曹自 62 
分の意見が更に深まる等)
2，必要ない(一人で考えたほうが良い・グルー プによって差 19 
がある・類似意見で深まりがない等)
3，自己反省(うまくできなかった・本文を読み込めなかった 13 
ため意見交換できなかった等)
4，要望(一人で考える時間が十分にほしい等) 12 
5，小，中学時代を思い出した
6鮒揮答 6 
グループの検討で発表し終えた班には，参考
になる笛所はなかったか，作品の捉え方で気に
なるところはないか聞き合うよう指導した。
授業の様子では，作品を読み返し，情報収集
するグループ。やお互いの構想表を再度見返すクや
ノレーフ。など，作品の捉え方について検討する様
子が見られた。 A児は作品の構造について，主
人公の「生」と他の生き物の「死Jとし1う大き
な捉え方をしていたが，グループでの検討を通
し「勝手に死んでいる蜂→殺されそうになって
いる鼠→自分が殺してしまったイモリ」という
構図を知札生き物と「死」の関係を具体的に
分析していた。社民平文の内容も詳細になり，厚
みが増した。
アンケートでも作品中に出てくる生き物の捉
え方について「一人で話し合うよりもまとめや
すかったJ，I批評文の参考となるような意見が
聞けてよかった」との回答があったO 自分の考
えを伝え表現する上で，他の人の意見を聞くこ
とや伝える活動は役に立ったとする意見も
76.9%あった。グループでの活動を評価してい
る生徒も 6割近くいる(表3)。
一方で，批評文に役立ったものとして構想表
の検討を挙げている割合(表 2)は少ない。構
想表を具現化することと構想表の種類が複数あ
ることによってもっと効果的にグループでの検
討が機能できたという回答があった。グループ。
での構想表の検討では様々な種類の構想、表と一
人ひとりの発表資料の保障が必要だと分かる。
また，教師の支援として， I作品自体に何も感
じない」と否定的な考えを持つ生徒がいるグル
ープには，他の作品と違ってどうしてこの作品
は何も感じないのかと理由を考えさせた。グル
プーの中では， Iそれ(何も感じないこと)を他
の人に説明できなきゃならないんだよな・・・」と
他者を意識して考えている様子が見られた。
(2)授業実践E
教職専門実習町(以下実習町とする)では， B
中学校において，小説教材から作品の紹介カー
ドの作成を行った。「読んだ人も読みたくなるカ
ード」という条件により表現範囲が絞られ，難
易度の高い課題の設定となった(表4)。
①課題提示
今回は生徒が経験していることを生かせる課
題により意欲の向上を目指した。既習樹オ『オ
ツベルと象』の紹介カード4枚(函 1)を使い，
生徒が「読んだことがある側Jに立って考えら
れるようにした。グループ内でどれが読みたく
なるか考えさせ，カードの鞘敷を分析させた。
その後， ~蜘昧の糸』の紹介カード、を作った。
生徒は自分の経験を手がかりに読んでもらえ
るにはどの部分をどう入れると効果的か真剣に
悩む様子が見られた。
振り返りシートで，授業の感想を自由記述す
る欄を設けたところ40人中 32人が記入してい
た。「こんなこともしてみたしリとしづ意見もあ
り，生徒が作品カードの作成を通して，意欲的
に活動していたことが分かる。
また，表現イメージの拡大を図り，既習教材
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『オツベノレと象』のカー ドは4例(図1)を用
いた。A41枚の紙をクゃルー プ。全員で、見ることが
できるようにした。カードは構成の仕方や内容，
絵の挿入の点で違いの分かるものにした。全体
交流ではグループ。検討で、出た意見の不足部分を
補いながら教師がまとめた。その後，作品と向
き合う時間を取り，グループ。で、見つけた視点に
沿って自分が取り上げたい部分に付筆をつけな
がら検討するように指導した。取り上げる部分
が決定した後，表現することに課題が見られた
ため， 2時間日は自分の取り上げたい部分の書
き方について相談したり，再度カードに書く要
素を確認したり，作品を見直したりする時間を
とったO その際，取り上げたい部分を全員が見
つけていることを石信志して活動に入った。
最初のグルー プ。検討で、Dク、、ルーフ。で、は，イン
パクトがあるのは@だが，最も文章がまとまっ
ていて，伝えたいことが書いてあるのは④とい
う意見で、あった。また，⑥は絵も少し入ってい
るのでよいという意見の交流があった。グルー
フo内で、評価が高かったカードや出された意見が
カード作成にも影響していることが完成したカ
ードから分かったO
図 1.生徒に提示した作品例
表4.教職専門実習Wの授業計画
単元名:~蜘妹の糸』への招待読んだ人はもう一度，読んでいない人は読みたくなる作品紹介カードづくり
教材:~蜘昧の糸』 芥)I瀧之介
時間 授業内容 工夫，保 活動
1 もう一度読みたくなる作品紹介， -表現する対象を「初めて読んだ人」だけではなく「一度読
初めての人が読もうと思う作品紹介 んだ人j とし，難易度を上げた。 全体
について，既習の『オツベノレと象』 -経験したことを生かせる課題にした。
を基に考える。
-既習耕オ『オツベノレと象』の例を4樹是示し I一度読んだ
2 I蜘昧の糸」を読み，紹介カード グループ1 
で取り上げたい部分を整理する。
こどのある人Jの側に立ってグルーフoで、紹介カードの特徴
全体
を見つけ，表現の要素を得る機会にした。
-作品に触れる時間を多く設けた。
-取り上げたい部分に付筆を付・けさせ，カードを作成する上 個
で必要な部分を検討しやすいようにした。
3 上げたい部分をどのように表現す -自分が取り入れたい部分が決まったことをR軒忍し，表現の グ、ルーフ。
ればよいか，具体的に疑問点，誹£目 仕方や内容の検討としてグループ祖談を入れた。
2 点を解決する。 -本文の表現で、選択に困っている生徒には，他者が読んだと
4 自分のカードを見返し，よりよい き，一読して意味が分かるものはどちらかを考えるように 個
紹介カードにする。 指導した。
5 交流で表現を推敵し，得たことを . r青書前にグ、ルーフ。で紹介カードの構成図を読み手，書き手
基にもう一度読みたくなる紹介カー の両方から見て，最終検討の時聞とした。
ドを完成させる。 -グループの人の良い点を見つけることや不足部分を補うこ グ、ルーフ。
3 6 作品を鑑賞する。 とによってお互いにより良いカードにすることをグ、/レーフo
活動の目的とした。
-閉誇成及び1青書の時間を充分にとったO 個
-全員のカードを見て様々な工夫を知る機会とした。 全体
全体の交流では，文字の大きさや絵の配置と
いった構成の部分を根拠にした意見が多く見ら
れたが)I読みたくなる」にはどのような内容を
入れるとし¥1，-¥かとしづ発聞をしたこところ)I自
分の考えを書いた方がいい。これってどこから
来たのかなって気になる。わからないところがあ
ると，読んでみたくなる。Jとしづ意見や「疑問
の形や投げかけがあるといいJ) I気に入ったと
ころを書くJとし寸意見が出てきた。読み手の
立場になって考えていることが分かる。その後，
作品を読んでどこを取り上げるか決める活動で
は読む視点を意識して何度もページをめくる姿
が見られた。振り返りシートでは課題を通して
学んだことについて40人中40人全員の記入が
あった。(表 5)複数回答した生徒もいるため，
延べ人数となっている。「作品解釈」の次に「文
字の大きさなどの構成部分Jや「自分が伝えた
いことを絞って書くことJを学んだとする生徒
が多い。生徒が表現する視点を得たことが分か
る。
表5.紹介カー ドの作成で学んだこと(延べ人数)
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読むことの重要性
他者を意識して作成すること
表現の仕方(投げかけE疑問を入れる)
構成の仕方(字を大きさ・色を変える・背景との組み合わせ)
作成のポイント(要点を絞って書くこと)
作成したことによる意81&<読みたくなった，考えが深まった)
今後の活動に生かす
今回の課題は，作品を読んだことがある人も
読みたくなるという条件があるため，他者を意
識しないと課題達成が難しい。そのため，カー
ド作成の際には，他の人が読んだときに意図が
伝わるものを作成するように声がけをした。
B児は取り上げる内容について，主人公の良
い面と悪い面を書こうとしていた。悪い点につ
いて「せっかくここへまで、登ってきたこの肝心
な自分までも，もとの地獄へ逆落としに落ちて
しまわなければなりませんJと「この蜘昧の糸
は俺のものだぞ。おまえたちはいったい誰に聞
いて，上ってきたo 下りろ。下りろ。Jの2つに
4 
7 
6 
9 
12 
3 
2 
最終的に絞ったものの， どちらを取り上げたら
し¥1t¥か悩んでいた。教師がどうしてこの2つを
取り上げたのか聞いた後， I読んだ人が一読して
すぐに悪い人だと分かるのはどちらだろう」と
聞いたところ，表現が説明的で取り上げるのに
長い方ではなく，一読して分かる会話文を取り
上げていた。生徒が他者を意識して内容を精選
していったことが分かる。
②他者を意識したクツレー フ。で、の活動
3時間目のグノレー フ。活動で、は，書き手の意図
も踏まえて伝わるか検言寸ずるよう指示した。良
い点や参考にしたい点を伝え合うこと，不足部
分は補い共に良い作品にすることを伝えた。
活動で生徒は自分の書いた作品を堂々と話し
ている様子があったo 他者に説明し，どのよう
な反応があるのか興味がある様子が見られた。
取り上げた部分を「やっぱりそこだよねJと確
認する様子や再度本文に立ち返っている姿など
意欲的に活動していた。また，グループ。で、ょい
と言われることで、自信につながった生徒もいた。
グルー プ。活動で、得たこと(表 6)でもグルー
プで認められることで自信になったという生徒
が3番目に多かった。自分の作品をク守ルーフ。の
中で検討した際，自分が言いたかったことが通
じる経験を通して，生徒の意欲につながった。
表6.グループ活動で得たこと(延べ人数)
作品解釈の違い 1 
他者意識の表現の仕方(短く，面白い問いかけ) 5 
カー ドに表す方法(要点を絞る) 5 
構成(色字の大きさ百太さ，書く順番) 12 
表現方法 4 
他者からの評価による表現の向上と自信 7 
人間関係(友達のよさ)
グループの検討ではそれぞれどのような点が
良いι思ったのか，どの部分について検討され
ているかなどを聞くことで，分散してしまう話
し合いの焦点の明確化を図ったO
アンケートではグループでの検討について
40人中 40人全員が表現の仕方や着眼点の多様
さなど，得るものがあったとする解答があった
(表 6)0 I同じ話のことについて書いているの
に，持つ疑問がばらばらで、ほとんど同じ意見の
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人がいませんでした。Jとしづ意見があった。
そのグループ。のカードは多くが，登場人物で
あるお釈迦様が主人公健陀多を助けようと糸を
たらす場面を取り上げている。疑問点として挙
げられているのは「健陀多は本当に悪人なのかJ
「なぜ『下りろ』とし1っただけで糸が切れたの
かJI健陀多はぬけだせるのか?! J Iお釈迦様
はなぜ助けようと思ったのかJIお釈迦様の本性
とはいったい"'Jといった投げかけで、ある。グ
ノレープの検討が様々な角度から作品を捉え，表
現内容を吟味できる環境にあったことが分かる。
また，作品のあらすじを書いているだけの生
徒がいた。その生徒はグループ内の生徒の作品
を見て，文末を「一人じめしようとしていた憐
陀多がそのとたん…!Jという形に修正してい
た。作品を見ることで表現の工夫に生かすとこ
ろまでできていた。また，文字の大きさや向き
などの構成に関するアドバイスを受けて，より
読みやすいカードに書きかえる様子も見られた。
今回は「書き手」の意図も考慮、し検討させた。
C児は最初「皆さん読んで確かめてJI皆さんぜ
ひ読んで、みてくださしリとし寸紹介カードの目
的を直接的に書いていた。その後，グループ。で、
の検討を経て， Iみなさんにもこのような状況が
おこった場合一人で抜けますか?それとも全員
で抜けますか? (省略)お釈迦様の本性とはい
ったい・づとしづ表現に修正していた。ここか
ら表現の精選，深化を読み取ることができる。
このグループでの検討では f自分が興味を持っ
たことを読み手が興味を引きそうな疑問や投げ
かけによって表現で、きれば・づとしサ意見がだ
されていた。そして， c児の授業後の感想では
「読者がどんなことを求めているのか，こんな
紹介カードだと読みたいと思う気持ちを考えな
がらしたj と記入していた。他者を意識し，グ
ノレーフoで、の検討を受けて自分が感じたことを厳
選していった様子が分かる。
4 考察
課題提示と活動の中に他者意識を設けたこと
により，表現しようとする意欲，表現の仕方，
内容ついて効果があったか実践を考察する。
①意欲の向上
実習Eで、は批評文の作成を行ったO 感想文と
違い，作品を分析し自分の読みを表現する少し
高いレベノレの課題で、ある。また，他者に伝える
意識を持たせられる部瞳で、もある。
実習Wでは紹介カードの作成を行った。「もう
一度読みたくなる」という条件で，難易度が上
がり，工夫や内容の吟味が必要になった。
実習皿での他の人に自分の読みを伝えるとい
う「批評文」の乱題は，生徒に必要性を感じさ
せ，自分にもできるという実感を得たことが生
徒の文章量の多さにつながったo 実習Nの実践
では， Iもう一度読みたくなる紹介カードJとい
う条件を設けたことで，読書経験者の立場から
考えてみようという意欲につながった。どちら
の場合も生徒の中にやりがいが生れ，必要感と
共に作品そのものの理解を深めることにつなが
った。具体的な他者がいることで，どうしたら
伝わるか考えてより良い表現へと取り組む意欲
につながるといえる。
さらに意欲の向上を計るには，実習Nの場合，
表現する目的を達成するために必要な要素を検
討するなど，段階を踏んで表現へとつなげる活
動が効果的で、あった。実習Eでは，最終時間に
社出平文の構想表を検討する時間を設けた。しか
し発表する構想表ができていないことと，類
似した構想、表が多いことから，深まりが感じら
れず，検討の必要がないとする意見が見られた。
するべきことが分かるだけでは，生徒の表現す
る意欲を高めることはできない。生徒が他者を
意識し， どのような内容を入れ，どのように表
現すればいいのか考える視点を見つけ出せるよ
うにすることが表現しようとする意欲の向上に
つながる。そして，表現の深まりが実感できる
検討の場である必要がある。
グループでの検討では，実習Wにおいてグル
ープの人からいいよと言われることで、自信につ
ながったとする感想、もあったことから，お互い
に表現を認め合うことで，自分の表現に自信を
持ち，更に良くしようという意欲へとつながる
と考えられる。これは高木 (2001)が述べて
いた， I自分の言葉が力を持つこと」を実感する
瞬間であるといえる。相手に伝わることを実感
できることが，生徒にとっての自信につながる。
②表現の仕方，内容
表現の仕方を工夫する際に，例を用いてイメ
ージ化することは効果があることが分かったO
二つの実践では，イメージ化を図るため，既
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習耕寸を使用した。自分にもこれぐらいならで
きるかもしれないという見通しを持たせること
につながったO 例を活用している生徒がどちら
も多いことからも生徒にとってイメージができ
ることは表現をする上で必要なことであること
がわかる。一方で，例示することで表現の固定
化がみられた。実習EとWの違いは例の数と取
り上げ方である。実習皿の1つだけの例示より
も， 4つの例を提示した実習Nのほうが，表現
の仕方は複数で、あった。そして，実践Nでは，
表現するために必要な要素を4つの教材をもと
に検討する活動を取り入れた。検討する際，一
度に見ることのできる範囲はA4プリント1枚に
収まる 4つが限界で、あると考えられる。数が多
すぎては視点がぼやけてしまう。逆に一つで、あ
れば，実践亜のように固定化する可能性がある。
工夫できる幅があり，生徒にとって様々な視点
が得られるような例示が必要であるといえる。
つまり，複数の斬敷があるものを例として準備
し提示する必要がある。
そして，表現の工夫を促すには，グルーフ。で、
の検討で，表現につながる視点を得られ，生徒
が表現する内容を吟味できることが必要である。
実習Eでは，学習プリントが表現内容に関す
る資料になると考え，授業を組んだ。学習プリ
ントを活用したとする生徒は多かったO 一方で
批評文の構想表が不十分だ、ったため，グループ。
の検討が役立ったとする生徒は少なかったO
実習NはEに比べ，紹介カードをもとに個人
での吟味を重ねている。グルーフ。で、も「読者が
もう一度読みたくなるJという視点から，要素
を限定したり，表現の仕方を吟味したりする検
討が行われた。そして，生徒自身が内容を精選
したことが分かる。
このことから，実習Eの「批評文Jの授業は
考える視点を与え，その視点に基づいて生徒自
身が必要な部分を読みとり表現へつなげるよう
な活動にすることで効果が上がると考えられる。
社首平文作成のための内容に活動を厳選し，生徒
自身が作品を読み込み，内容を厳選できるよう
にすることで，表現や内容に幅が出る。作品全
体の構成を読み取り，様々な視点から批評文を
捉え，表現を工夫することにつながるといえる。
③他者を意識した内容
他者意識を表現につなげるためには，第1に，
課題提示に他者を存在させることである。そし
て，表現の推敵に読み手と書き手の両方からの
視点を入れて検討させる必要があるということ
である。実習IVにおいて「作品を読んだことが
ある人」という明確な表現対象を設けたことで，
「他者」を意識した効果的な表現方法を附様
子が見られた。生徒が読みたくなる条件として
挙げた， r自分が伝えたい部分Jr自分が疑問に
思っている部分」を探し，他者に「投げかけ」
たり「質問Jするような表現を意識して取り入
れていた。カードの構成も字の大きさ，向き，
絵の挿入など読者を意識して効果的な表現へ変
化させている。
第2に，他者との関わりを活動に入れる際に，
書き手の意図が他者に伝わる表現であるか具体
的に検討できるようにすることである。
実習IVでは他者に伝えるためにはどうしたら
よいか，表現を知る場になっていたといえる。
自分が検討を重ねてきた表現が，更に効果的に
伝わるようにするにはどうしたらよいか，その
解決を図る機会となっていた。
実習固においても，グ、ルーフ。での検討が表現
へと生かされた生徒もいた。 一方で，グルー プ。
で、の検討が表現に役立ったとする回答が少なか
った。これは，構想、表が類似していたことがま
ず挙げられる。そして，構想表だけでは「他者
を意識した表現かどうか」という表現効果まで
検討することは難しかったといえる。実習IVの
ほうがグノレー フ。の検討で、も表現内容を精選し，
推敵する様子が見られたのは，他者に伝わるた
めの表現を書き手の意図も理解して，具体的に
吟味で、きたからで、ある。グループでの検討では，
検討資料が十分に準備されていること，表現す
るための視点が明確であることが必要である。
また，グループでの検討では多様な視点から
作品を捉えることで他者との交流に価値を見い
だせる活動にする必要がある。さらには自分の
意見が他者に伝わる感覚がもてる活動にするこ
とで，他者を意識したよりよい作品になるよう
表現を工夫することにつながるといえる。
5 到達点と課題
本研究では他者を意識した課題と活動により，
他者の存在が表現に影響することが分かったo
第1に，他者を意識しやすし鴨直の設定によ
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り，表現することに必要感が生まれ，表現する
意欲の向上につながることが明らかになった。
また，グループでの検討では自分が表現したこ
とが伝わる経験によって表現する意欲の向上に
つながることが分かった。
第2に，表現するための視点を明確にさせる
ことと，書き手の意図も含んで検討できる活動
を授業の中で組むことにより，読みの深化や拡
大と同時に表現内容のヰ寵翠や表現の工夫につな
がることが分かったo そして，表現能力の向上
を図るには，複数の見方がク守ルーフ。の検討で出
され，他者を意識して一人ひとりが十分に自分
の表現を吟味できるような活動とすることが必
要である。
今後の誠重として，他者を意識して生徒が表
現する際に例の提示がどのように影響している
かさらに明らかにすることが挙げられる。表現
能力の向上には新たな「着目点jや自他の「解
釈」の相違，表現の工夫を知る機会が必要であ
る。表現能力の向上のために，どのような例の
提示によって他者との交流が効果的に機能し，
他者を意識した表現へとつなげることができる
か考えたい。
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